
 

尾道市立
因北中学校

改善計画

7月 1月

１  主体的・対話的で深い学び
  学習課題の解決に向けて，疑問 を
表明したり相互に説明し合う場面をつ
くり，「協働的な学び」を深める。

２  ICTの活用
  ICTを有効活用し，授業改善を図
る。

「授業では，友だちと話し合
うなどして，自分の考えを深
めたり広めたりしている」生
徒の割合

タブレット端末を活用して授
業を行っている教員の割合

８０％
以上

100％
以上

81.7%

100%

86.2%

100%

108%

100%

A

A

・話し合いの型を示すことで，話し方，問い返しの仕
方，意見のまとめ方が明確となり，「話し合いをして
自分の考えを深めたり広めたりしている」と感じるこ
とができている生徒は増加している。
・タブレット端末を活用した授業を意識して，授業を
行うことができている。

○

わかりやすい授業づくりを進
め，基礎学力の定着を図る。

「授業がよくわかる」と答え
た生徒の割合

標準学力調査で全校平均を上
回る

８5％
以上

全国平均
以上

78.9%

（1年生）
国語+2.6
数学+3.5
（2年生）
国語+3.8
数学-3.6

80.9%

-
（2回目は2

月実施）

95%

-
（2回目は

2月実施）

B

-

・授業開始時に既習事項の復習をすることで，学習内容の定
着を図ったが，「授業がよくわかる」と感じている生徒の割
合は８１％にとどまっている。そのため，家庭学習を習慣づ
けて，「分かった」「理解できた」内容を増やしていく必要
がある。
・(1学期調査）１年生，２年生ともに２教科の全校平均を上
回ることができている。

○

自主的・主体的
な活動を通し
て，自己肯定感
を高める。

生徒会活動を活性化させ，ボラ
ンティア活動や貢献活動をしく
む。

「学校が楽しい」と感じる生
徒の割合

「自分には良いところがあ
る」と思う生徒の割合

８０％
以上

８０％
以上

71%

74%

66%

78%

82%

97%

B

B

・生徒会を中心に，「全校体育」「縦割り掃除」などの活動を実施
した。他学年との関わりを通して，自己有用感や自己肯定感を高め
られるような取組を進め，「自分に良いところがある」と思う生徒
の割合が増加した。また，生徒の成果物や行事の様子などを掲示す
ることで，生徒同士で認め合えるよう取り組み，生徒同士で評価し
合えたことも，効果があったと感じる。
・様々な取り組みから，「学校が楽しい」と感じる生徒の増加につ
ながっていないことから，取組を工夫し，学校生活の充実へとつな
げていく必要がある。

○

生徒が，安心し
て生活できる学
校づくりを進め
る。
◎不登校対策

「はっさく教室」，SC，SSW
等との密接な連携を図り，課題
を解決する。

暴力行為等の問題行動の件数

不登校生徒の人数

０件

10人
以下

1件

5人

2件

15人

0%

0%

D

D

・２学期1件の暴力行為が発生し，年間で２件となった。原因は，人
とのかかわり方にあることから，ＳＳＴの実施など，学年を中心に
継続した取組を行ってきた。今は落ち着いて生活できており，気に
なる行動等もあまり見られなくなっている。
・不登校生徒に対して，担任を中心に粘り強く関わっていくととも
に，ＳＣ・ＳＳＷ・適応指導教室相談員と密に連携をとりながら支
援を続けることで，学校との関係は保たれており，登校意欲や教室
で過ごす時間の増加につながっている。不登校生徒数は増加傾向に
あるので，来年度に向けて対応を工夫していく必要がある。

○

体力の向上と
健康の増進

基本的生活習慣
の確立や，体
力・運動能力の
向上を図る。

１ 基本的生活習慣を整える。

2 保健体育や部活動を通して，
体力の向上を図る。

普段（月～金）1日あたりの
ゲームやスマホの使用時間

新体力テストで，数値の低
かった２種目について，年間
を通して向上させる。（向上
した生徒の割合）

2時間
以下

全員，数
値の低

かった2種
目が向上

40％

―

73％

４１%
の生徒が向上

73％

41%

Ｃ

D

・保健委員会で「メディアの時間を減らそうＷＥＥＫ」を実
施し，各クラスで取り組むことを決め，実行，点検を行った
結果，目標を達成する生徒が増加した。
　ただし，中間試験期間に合わせての実施だったこともある
ため，普段から意識できるような取組を継続していく必要が
ある。
・新体力テスト全般的に課題がある。SNSの普及や活動場所
の制限が進む中，個人の意識をあげていくことが必要であ
る。なぜ新体力テストで成果と課題を発見するのか，健康の
保持増進と運動の関連を説明し,生徒が自主的に体を動かそう
とする意欲を育てる工夫が必要である。

○

・スマホ，ゲームの依存度，体力の低
下はコロナ禍においてさらに進んだの
ではないか。また，地域クラブ等に所
属し，定期的に体を動かしている生徒
とそうでない生徒と，体力の二極化の
傾向があるのではないか。
・体力はすぐにつくものではない。保
幼小と連携し，体力向上の取組をする
必要があるのではないか。
・スマホやゲームに依存するとどのよ
うな悪影響があるのか，講演会等を行
い十分に理解させることが大切であ
る。
・家庭でのスマホ・ゲームの使用につ
いては，親の協力が必須である。
・達成困難な目標だと思うが，成果は
出ているので，継続して取り組んでほ
しい。

・ＳＮＳとの付き合い方につい
ては，専門家による講演会等を
実施し，理解を高める。
・委員会を活用し，定期的に調
査や改善に向けた取組（強化週
間の設定など）を行う。
・保幼小中合同で体力づくりの
取組を行う。

働き方改革の
推進

組織として，業
務改善を進め
る。

生徒に向き合う時間を確保する
ため，各分掌において現在の業
務の軽減や効率化を図る。

「日々の業務の中で，充実感
を得られている」教職員の割
合

教職員の勤務時間外の在校時
間の割合

80％
以上

1カ月の
時間外の
平均５０
時間以内

93%

62時間
(4月～6月)

83.3%

53時間
（10月～

      12月）

104%

94%

A

B

・「日々の業務の中で充実感を得られている」教職員の割合は
83.3％と減少している。「児童生徒と向き合う時間が確保されてい
る」「新たな取組を行う場合スクラップ＆ビルドを行っている」等
の項目も前回から数値が下がっている。様々な取組が再開されてい
く中，多忙感が増していると考えられる。行事等の目的，意義，効
果的な進め方等を丁寧に交流しながら，納得感をもって取組を進め
ていけるようにしたい。
・10月～12月までの時間外在校時間の平均は52.8 時間と，目標値
には達していないが，前回（62時間）よりも若干減少している。前
回と比べて，土日の大会等が少ない時期であることは要因として挙
げられるが，日々，各自で設定した時間の中，それぞれのペースで
効率よく業務を進めている様子が見られる。

○

・目標のクリアだけにとらわれ
ず，いかに充実した日々が送れ
るかを大事にしてほしい。
・職員の，仕事・職場に対する
考え方はとても肯定的で前向き
である。充実感は100％でなく
ても，「いろいろあるけれど，
でも…」と思えることが大事。
共同で来ていると思えることを
大事にしたい。
・ＰＴＡ，地域と連携しながら
先生方の負担が少なくなればと
思う。地域全体で生徒たちを見
守れる仕組みが必要である。

・教職員の心身の状況把握に努
め，計画的な年休取得など，
ワークライフバランスのとれた
働き方を提案していく。
・行事，体験活動の意義や目的
を共有するとともに，まとめや
振り返りで生徒の成長が実感で
きるように取組を進める。
・風通しの良い職場環境づくり
に努め，困ったときにフォロー
しあえる関係を維持する。
・学校運営協議会設置に向け，
地域と協力しながら各種行事等
を進めていく。

　 　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【学校関係者評価】
イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正でない。
ハ：わからない。

授業改善によ
る確かな学力
の定着

自己肯定感を高
めるための互恵
的な授業づくり
を通して，学び
を深める。

・前回よりも達成値が上
がっていることは成果だと
いえる。
・「考えを深める」「わか
る」と意識する生徒が増え
ていることは大きな成果だ
と思う。
・（授業等を見ると）ＩＣ
Ｔの活用が十分できている
と感じた。生徒が興味を持
てる授業ができている。
・タブレット端末の活用の
工夫を評価に入れても良い
のではないか。
・生徒には，得意・不得意
があるので，「授業がよく
わかる」の目標値85％は少
し高いように思う。

・1年間通して「話し合
い」のレベルアップを意
識してきた結果，型の定
着や考えを深めるという
意識の向上につながっ
た。今後はさらに，学び
が深まっているかどうか
という視点で検証してい
く必要がある。
・各教科でどのようなタ
ブレットの使い方をして
いるのか，お互いに見
合ったり交流したりする
機会を設ける。
・授業と家庭学習のつな
がりを意識した課題設定
を行う。

積極的な生徒
指導の推進

・「学校が楽しい」も「不
登校」もつながっている部
分がある。生徒にとってど
のような力が必要で，どの
様な体験の積み重ねが大事
なのか考えていく必要があ
る。また，中学校だけでな
く，子供の成長を長い目で
見て，生きる力を育んでい
かなければならない。
・不登校の人数が気にな
る。他校の様子や要因（コ
ロナの影響なのかどうか）
などを確認するのも必要で
はないか。
・不登校生徒については，
保護者連携も強めていかな
ければいけない。学校の状
況を小まめに配信，定期的
な声掛けなど，丁寧な対応
をお願いする。

・これから増えていくで
あろう行事や体験活動の
意義や目的を明確にし，
「どのような力をつける
か」「自己肯定感を高め
るためにどのような工夫
ができるか」を意識して
取組を進める。
・生徒会活動を活性化
し，学校生活の充実につ
なげる。
・連続欠席の場合の対応
を全体で徹底し，不登校
の未然防止に努める。
・地域の適応指導教室と
の連携を図り，不登校生
徒の支援を続ける。

i
評
価

j 結果と課題
の説明

k 二次評価

l コメント m 改善案g
達成
値

g
達成
値

イロハ

評価計画 自己評価 学校関係者評価

【

校
訓
】

　
進
取
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質
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承

b 中期経営目
標

c 短期経営目標 d 目標達成のための方策 e 評価指標 f目標値

h
達
成
度

令和４年度　学校評価表

学校教育目標 「心豊かで自ら求めて学び生き生きと活動する生徒の育成」

a ミッション
組織的な学校経営を生かした小中連携教育による

主体性・表現力の育成

ａビジョン
生徒が「因北中で学んでよかった」，保護者が「通わせてよかった」，地域の方々が「地域の宝である」と思える学校

様式1


